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像化する 4次元 X線 CTなどに対応するように，4次元のマルコフ確率場(Markov random field：
MRF)を採用する． 
 
さらに，提案手法の精度を他手法と比較するため，計算機シミュレーションを行った． 
計算機シミュレーションは，観測の際に重畳されるノイズをガウスノイズとポアソンノイズの 2
種類について行った． 
ガウスノイズを重畳した結果については，提案手法は他手法と比べて良好な結果が得られたが， 
目視による細かい構造の保存性の比較の結果は，他手法と比べ提案手法が優位であるということ
はできなかった．一方，ポアソンノイズを重畳した結果については，提案手法は他手法と比べ多
くの場合で良好な結果が得られたが，ノイズの影響が極端に大きい場合や小さい場合には他手法
より PSNR値が低くなり，モデルの定義に用いていないノイズが重畳された場合のハイパーパラ
メータ推定が困難であることが分かった．しかし，目視による細かい構造の保存性はガウスノイ
ズを重畳した場合より良い結果を示し，PSNR値も他手法より向上した． 
 
